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空気潤滑法における抵抗低減効果の 速度影響

川島英幹、日夏宗彦、堀利文、牧野雅彦、

　　　　　　　　竹子春弥

　　　　　　　平成21年11月

　 日本船艪 毎洋工学会　平成21年秋季講演会講演会

　空気 潤滑法 の 効果を高め る ために は、船体を被覆す る空気

量 と抵 抗低減効果の 関係を明 らか に する必 要があ る。そ こで

長 尺平板模型 の 中心線上に仕切り板 を設け、気泡分布 の 偏 り

を無 くす こ とに よ り、船体傾斜の 影響 を排除し、よ り二 次元

的 な状態で め試験 を行 うこ とで、空気 吹き出し量 と抵抗低減

効果に関する基本的な関係を得るこ とが で きた。こ の試験結

果か ら、空気潤滑法に よる抵抗低減効果の 速度依存陸を評価

した。
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窒気吹き讖 し量 と抵抗低減率 の 閣係

火水深 ・商流速｝こ対応 し丸誼置保詩妓徳

　　齊藤昌勝，湯州称浩，大越茂宏

　　　　　　 単成21年1周

　　 日本 船舶海洋工 学会講演絵論交集

　海洋齋際や梅洋資源 の 有効活 購 を図 る た め に必 饗 と考

え られ る外洋 上 プラ ッ トフ n
一

ム の嶷現 のた めに は ，プラ

ッ トフ 汐
一

ム の 位讎保縛綾衛は重要な 要秦 披術で あ る。特

に 黶審纏海 は氷深が深 い こ とに 蜘え．黨潮簿の 窩流速で 特

徴 づ ＃ られ る た め ．こ れ に対硲 す る 儻鬣保摶 シス テム を鰡

え る 轡饗が ある、、本蘇鑞で は、外舞上 ブ ラツ トフ オ
ー

ム の

建 置保爵 システム が備え るべ き要 鉢 を検 飄 し、索孫留シス

チム 及 縄 ）ps 〈Vynagmlc恥 齔 圭幅 鰭 彎麟 飆 ） そ れぞれ

に つ い て、鑢 置傑 拷シ ス テ ム を簡 易的 に設 計す る ヅロ グラ

ム を聞発 した，
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　 排水に係る拡散シ ミ ュ レ
ー

シ ョ ン

　　　　　 中島康晴、岡秀行

　　　　　　 平成21年 11月

日本船舶海洋工 学会平成21年 秋季講演会講演集

　排水中に 含まれ る無機懸濁態粒子 の 移流拡散及び 再堆積

を解析するコ
ー

ドを開発 し、伊豆 ・小笠原海域を対象として

解析を実施 した。水質ガイ ドライ ンか ら導出した基準濃度を

用い て 排水の影響範囲を区画 し、影響体積を算出するこ とに

よ り、影響範囲の 空間的な広 が り を定量的に把握 した。そ の

結果、表層排水と比 較 して 底層排水で は 影響体積が遙か に 大

きい もの の、その ほ とん ど は 自然状態の 濁度に相当する こ と

が 明 らか となっ た。
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図　排 水流量 の 増加 に対す る懸濁態粒子 を含む水塊 体積の

　　　　　変化 （懸濁態粒子の 粒径 ：8　 ・m ）

安全性 ・経済性 ・環境影響を考慮し た設計支援技術中

　　 篠俊樹 、 石 田茂資、 大越茂宏、正信聡太郎

　　　　　　　　 平成21 年 ll月

　　 平成 21年度 日本 船舶 海洋 工 学会秋季講演会講演集

　 日本の 広大な EEZ 内に存在す る豊富な資源 ・エ ネル ギーの

有効活用 の た め に は、安全性 ・経湖生 ・環境 影響 をバ ラン ス

よ く満た すプラ ッ トフ ォ
ー

ム の 設計技術が 不可欠 で あ り、そ

の ための 簡便な検討法 として、調和設計法の 開発を実施して

い る。

　本論文 で は、調和設計法を構成するデータベ ー
ス群、海底

熱水鉱床 開発を例に した場合の 、プ ラッ トフ ォ
ーム の 基 本仕

様（長 さ、幅、喫水、排水量 等）お よび初期コ ス ト（CAPE ）Oに

つ い て 報告 を行 っ た。これ らの数値にっ い て は別 途造船会社

に よる基本計画 との 比較 を行 い 、精度 の 検証 を行 っ た。
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図　調和設計法の 基本フ ロ
ー
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